






















































教育機関 人数 教育機関 人数
海外の教育機関のみ ３ 海外の教育機関 14
大学のみ ６ 大学 18






学習者の使用言語 人数 学習者のレベル 人数
１つ ５ 初級～中級 14
２つ ６ 中級～上級 ７























































































































































































































































語義数 人数 説明する語義 人数










０ １ なし １
計 43 計 43
　教師別に説明すると回答した語義（表９）を見ると，基本的な語義である Aと，Bの名詞と動詞を
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　　　　　　　　　　表11　語義数と例文数の相関 （　）の数字は動詞用法の例文数
語義数 例文１例 例文２例 例文６例
なし １ ０ ０
１ 21 （２） １ （１） １ （１）
２ ８ （２） 10 （８） ０
３ １ （１） ０ ０



































































































































































23 幸せのイメージは…。 文が不完全のため，何が言いたいのか不明。 ？





26 やさしいイメージがある ○○にはやさしいイメージがある。文が不完全。 A































































と例文がセットで存在していると言える。対応していないものは B１が最も多く，B１→ A，B１→ B















対応している人 一部対応している人 対応していない人 語義説明のない人 計






原語との違い 用法 教授法 類義語との違い
18 13 ７ ４
表記 語の意味上の性質 発音 なし























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































阪南論集　人文・自然科学編（前田弘教授追悼） Vol. 47 No. 2
110
［謝　辞］
　インタビュー調査にご協力いただいた方々に感謝申し上げます。
注
１）「イメージ」を取り上げた理由については，中山（2011）を参照のこと。
２）調査は，中山のほか，田中恵子氏，加藤理恵氏の３名で行った。両氏には謝意を表したい。なお，本稿は中山
（2011）と同様，2010年度世界日本語教育大会（台湾・国立政治大学）における発表に基づいている。共同発表
者は田中恵子氏，加藤理恵氏である。
３）ただし，「イメージ」という語を教える際に，どの程度の日本語教師が辞書を引くなどして事前に準備するかは
不明である。筆者らがインタビューを行った際の感触では，そこまでする教師は少ないと思われる。
４）学習者の使用言語は厳密な調査ではない。たとえば，母語と国の公用語が違う場合，どちらで回答するか等の指
示は出していない。また，国籍名で回答している教師もいる。ここでは，多くの教師が「多様」な言語話者に教
えている，という結果が重要である。
５）10年未満を「若手」，10年以上20年未満を「中堅」，20年以上を「ベテラン」とする区分は筆者の主観による。ま
た，実年齢とは関係がない。
６）調査対象者の回答「初級～中級」「初～中級」「初級・中級」を「初級～中級」にまとめ，「中～上級」「中上級」
「中級」を「中級～上級」にまとめた。
７）「お母さんを動物に例えると何になるかということを考えること自体がイメージだと説明する」とあるが，「考え
ること」は動詞用法であり，「イメージする」の説明となる。しかし，ここでは，回答者の回答に従い，名詞用
法として扱った。
８）インタビュー調査であるため，調査対象者は特定できるが，あなたの説明はどちらの意味なのかと後日聞き直す
ことはしなかった。それは，後で得た知識を加味する可能性を避けるためである。そのため，本稿における分類
は回答者の考えとは異なるかもしれない。特に，「※」で Bとしたものだけでなく，「＊」としたものも，Cで
はなく Aの可能性があるのかもしれない。しかし，ここでは，説明の文から判断できる意味に限った。
９）『CD-毎日新聞（東京版）』1994年～2003年の10年間の全記事の本文からサンプリングを行い抽出した500用例を
指す。中山（2011）でもこの「500用例」に基づき，表７に示した「イメージ」の語義分類を行った。「イメー
ジ」の語義の比率については中山（2011）p.33を参照のこと。また，「500用例」についての詳細は中山他（2007）
を参照のこと。以下，本稿で「500用例」というと，このデータを指すこととする。
10）日本語教師同士で例文と言えば，教えるときの例文だというのは暗黙の了解である上に，前後の質問が教育上の
質問であるので，ここで作る例文は教える時の例文だと大方の教師が理解して作例しているはずである。しか
し，質問するときに「教える時の例文」と明示していないため，厳密に言えば，回答者の中には教えるというこ
とを想定しなかった人も存在するかもしれない。
11）この教師は教育歴が２年の若手である。今回は調査対象者が少ないため，語の体系を知識として有しているか否
かと教師の属性については分析していない。
参考文献
河原崎幹夫（1989）「片仮名の指導法」『講座日本語と日本語教育９　日本語の文字・表記（下）』明治書院
中山惠利子（2006）『日本語教育現場におけるカタカナ教育の実態調査』平成17年度～18年度科学研究費補助金基盤
研究（C）研究課題番号17520358　平成17年度研究成果報告書（中間報告書）
中山惠利子・桐生りか・山口昌也（2007）「新聞に見る基幹外来語」『国立国語研究所報告126公共媒体の外来語─
「外来語」言い換え提案を支える調査研究─』国立国語研究所
中山惠利子・陣内政敬・桐生りか・三宅直子（2008）「日本語教育におけるカタカナ教育の扱われ方」『日本語教育』
138　日本語教育学会
中山惠利子（2011）「日本語教材は「イメージ」を教えられるのか─カタカナ語教育を考える　その１─」『阪南論集
　人文・自然科学編』第46巻第２号　阪南大学学会
丸山敬介（2003） 『日本語教育演習シリーズ⑤教え方の基本（改訂版）』凡人社
日本語教師は「イメージ」を教えられるのか─カタカナ語教育を考える　その2─
Page:16無断転載禁止　
日本語教師は「イメージ」を教えられるのか
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Mar. 2012
［訂　正］
　中山（2011）の参考・引用文献に河原崎（1989）を取り上げているが，発行年を「1998」と誤って記している。お
詫びして訂正する。
［付　記］
　拙稿を前田弘氏の追悼論文として掲載するにあたり，専門が異なること，昨年の続編であること等迷
いがありましたが，編集の労をお取りいただいた森重氏に背中を押されました。前田氏と私は，同年で
同期入社，同学部同学科所属です。前田氏は留学生教育に理解が深く，留学生担当の私は様々な場面で
助けていただきました。心からご冥福をお祈り申し上げます。
 （2011年11月25日掲載決定）
日本語教師は「イメージ」を教えられるのか─カタカナ語教育を考える　その2─
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